
【協議事項２】

地域医療介護総合確保基金事業補助金

（病床機能再編支援事業）の活用希望について

１ 病床機能再編支援事業の概要

目的：地域医療構想の実現に向けた自主的な病床削減や病床の統合による病床廃

止等の取組を支援する。

補助金名 概 要

単独支援給付金 地域医療構想に即した病床機能再編を実施する場合，減少する

病床数に応じた給付金を支給

統合支援給付金 複数の医療機関が，地域医療構想に即した病床機能再編を実施

し統合する場合，当該統合に参加する医療機関に給付金を支給

債務整理支援給 複数の医療機関が，地域医療構想に即した病床機能再編を実施

付金 し統合する場合，当該統合によって廃止となる医療機関の未返

済の債務を，統合後に存続する医療機関が新たに融資を受けて

返済する際の，当該融資に係る利子の全部又は一部に相当する

額にかかる給付金を支給

○ 高度急性期，急性期，慢性期のいずれかの稼働病床の削減が対象

○ 計画について，地域医療構想調整会議の議論の内容及び都道府県医療審議会

の意見を踏まえ，都道府県が地域医療構想の実現に向けて必要な取組であると

認めたものが支給対象。医療機関は，調整会議で合意された計画に沿って申請

する。

（参照）12ページ～ 病床機能再編支援事業交付要領

２ 活用希望医療機関

【医療機関名】 うすきクリニック

【補 助 金 名】 単独支援給付金

【内 容】 急性期１９床を削減するために必要な経費

【金 額】 ４１，０４０千円

※ 事業計画書等は４～10ページ
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※ （参考）

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

うすきクリニック ０ 19 ０ ０ 19

19床削減

医療機関名 高度急性期 急性期 回復期 慢性期 計

うすきクリニック ０ ０ ０ ０ ０

３ 今後のスケジュール

本日の高度急性期及び急性期専門部会専門部会の結果を踏まえ，令和６年11月

28日（木）に調整会議としての意見集約を行う予定。

時 期 専門部会・調整会議 内 容

11月６日(水) 第15回高度急性期及 ① 活用希望医療機関による説明及び質疑

び急性期専門部会 ② 委員間協議

③ 部会としての意見集約

11月28日(木) 第14回部会長等会議 ① 委員間協議

② 部会としての意見集約

第23回調整会議 調整会議としての意見集約

調整会議後 県担当課へ鹿児島保健医療圏調整会議としての意見提出

２月(予定) 県医療審議会で審議

活用希望医療機関による給付申請，県による給付決定

４ 各専門部会の協議結果

第15回高度急性期及び急性期専門部会（令和６年11月６日） 開催結果

うすきクリニックの補助金活用希望については，当専門部会として「妥当」なもの

と考える。

第14回部会長等会議（令和６年11月28日） 開催結果
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５ 協議する意見（案）

うすきクリニックの補助金活用希望については，鹿児島保健医療圏に

おいて過剰な急性期病床の減少に繋がることから，「妥当」とする。
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別紙１

令和6年度地域医療介護総合確保基金事業補助金（病床機能再編支援事業）
活用希望調査票（単独支援給付金）

１．申請者の情報

２．支給申請額

０９９ー２０１ー０３１３
yohdr@po.synapse.ne.jp

9月

事務担当者

〒 890

電子メール

ファクシミリ

フリガナ －
日

医療機関の名称

フリガナ

9年2024申請年月日

医療機関の
住所・所在地

73
鹿児島市宇宿４丁目３０番１３
号
職・氏名 事務主任 木元 美智子

０９９ー２０１ー０３０１開設者
（代表者の職・氏名も記

載）

イリョウホウジンウスキクリニック

医療法人 うすきクリニック

リジチョウヨウヒロヨシ

理事長 楊 宏慶

41,040支給申請額(千円)

３．「活用希望調査票」及び「支給申請額算定シート」記入に当たっての留意事項

  別添「病床機能再編支援事業交付要領」等を御確認の上，御記入ください。

電話番号
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■支給申請額算定シート

うち対象３区分（※３）の合計

① 平成30年度病床機能報告 19 19 19

② 令和2年4月1日時点（※１） 19 19 19

③ 再編前病床数＝② （※２） 0 19 0 0 0 19 19

うち対象３区分の合計

0 0 0 0 0 0
※対象３区分の病床数の合計が減っていません。

0 0 0 0
うち同一開設者の医療機関との病床融通数 (0)

回復期 介護医療院 合計

0 0

うち対象３区分の合計

0 19 0 0 0 19 19

支給済病床数 5.減少数 4.うち転換数 6.支給済数 3.うち他院への
融通数

支給対象

19 0 0 (0) 19

うち対象３区分の合計

① 平成30年度病床機能報告 19 19 19

② 令和2年4月1日時点（※５） 19 19 19

対象３区分の病棟の
年間在棟患者延べ数（人）

高度急性期 急性期 慢性期 合計

① 平成30年度病床機能報告（※６） 5,386 5,386

② 令和2年4月1日時点（※７） 0

＜選択＞

Ａ 平成30年度病床機能報告 適用 Ａ

Ｂ 令和2年4月1日時点 適用 Ａ Ｂ

単価(千円) 病床数 支給額(千円)

1,824 5 9,120

単価(千円) 病床数 支給額(千円)

2,280 14 31,920

要件
審査

90%減少チェック ○

12 支給申請額（千円） 41,040

11
一日平均実働病床数から再編後の
対象３区分の許可病床数までの減
少分に係る支給額

休棟等

10
再編前の対象３区分の稼働病床数
から一日平均実働病床数までの減
少分に係る支給額

※６ 対象３区分の病棟に係る平成30年度病床機能報告の報告様式１（病棟票）の（48）欄の数値を計上すること。 なお，平成30年度病
床機能報告の報告様式１（病棟票）において，「過去１年間の間に病棟の再編・見直しあり」と報告した病棟の年間在棟患者延べ数につい
ては，以下の式により補正して計上すること。
 ○ 補正後の年間在棟患者延べ数＝年間在棟患者延べ数（（48）欄に記載された数値）÷報告可能な対象期間（月単位）×12
  （注） 報告可能な対象期間（月単位）は，平成30年度病床機能報告で報告した月数とすること。
     例） 報告可能な対象期間を「平成29年7月1日〜平成30年12月末日」とした場合 ⇒ 報告可能な対象期間（月単位）＝６

慢性期

9
適用する

病床稼働率

0.0%

77.6%

対象３区分の病床稼働率

0

14

※5 平成30年度病床機能報告から令和2年4月1日までの間に，病床数の変更がない場合は，①と同じ値を記載すること。

3

休棟等 合計

合計

※３ 対象３区分＝高度急性期，急性期，慢性期（以下同様）

慢性期 休棟

慢性期

※２ ①平成30年度病床機能報告時又は②令和2年4月1日時点の対象３区分合計のいずれか少ない方を基準とする。

回復期

1

高度急性期 急性期 回復期再編前の稼働病床数

2
再編後の許可病床数

（＝再編後の稼働病床数）

高度急性期 急性期

※１ 各機能ごとの数値については，地域医療構想調整会議にて確認されていること。
   令和2年4月1日時点で病床数の変化があった場合は，変更前の病床数を記載すること。
   平成30年度病床機能報告から令和2年4月1日までの間に，病床数の変更がない場合は，①と同じ値を記載すること。

4

慢性期 対象３区分の合計

※７ ７の①と７の②の値が同じ場合は８の②の入力は不要。

一日平均実働病床数

合計

7

高度急性期 急性期 回復期

急性期 回復期
5 減少病床数 （1の③－2）

高度急性期

再編前の許可病床数

6

合計

8

※４ 病院統合や地域医療連携推進法人の病床融通制度等を活用し，
   他の医療機関から病床の融通を受けた場合はマイナス表記，病床を融通した場合はプラス表記とすること。
    また，「（参考）病床融通に関する概要」シートに関連する医療機関の病床数を記載すること。

他の医療機関との病床融通数
（※４）

過去に
令和2年度病床機能再編支援補助金

及び本事業で支給済の病床数

対象３区分から
回復期又は介護医療院へ

転換した病床数

慢性期 休棟等

回復期急性期高度急性期
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別紙２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単独病床機能再編計画書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作成日：令和６年９月９日 

 

医療法人 うすきクリニック 
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１ 本事業にかかる単独病床機能再編医療機関の概要 

令和６年９月時点 

医療機関名称 医療法人うすきクリニック 

開設主体 医療法人うすきクリニック 

所在地 鹿児島市宇宿４丁目３０番１３号  

構想区域 鹿児島県鹿児島市  

許可病床数 

総許可病床数１９床 

高度急性期 ０床，急性期１９床，回復期 ０床，慢性期 ０床 

休棟 ０床 

稼働病床数 

総稼働病床数０床 

高度急性期 ０床，急性期１９床，回復期 ０床，慢性期 ０床 

休棟等 ０床 

1 日あたり患者数 

（稼働率） 

入院患者数 １３人/日（68.4％）※ 

外来患者数 53 人/日     

標榜診療科 内科、外科、消化器科 

職員数 １２人       

（ 医  師 ） １人            

（看護職員） ７人            

（専 門 職） １人            

（事務職員） ３人            

※令和５年 11月までの平均値 

２ 構想区域における現状と課題 

鹿児島市宇宿町にて当法人は内科・外科・消化器科 うすきクリニックを開業しています。

これまで、２０年間、地域の急性疾患（感染症、急性腹症、対応可能な頭部・整形外科疾患

等）の診療や救急搬送、癌の術前術後管理、化学療法、放射線治療、緩和ケア、そして、高

次病院での急性期治療後の継続療養、在宅療養患者様の支援（訪問看護や介護サービス導入、

管理等）など、幅広く対応してきました。看護職員不足により、令和５年１１月末で、入院

受け入れを休止していますが、患者様からは再開の希望が多々寄せられており、医師、看護

師、その他職員募集の準備なども含め、再開を検討中であります。ただ、近年、同地域に複

数の病院が包括ケア診療、在宅支援を開始し、当院で対応してきた患者様も対応可能と考え

られています。ただ、入院対応は 24 時間であり、開設者である医師も６０歳を超える高齢

で持病もあり、実質 24時間対応の入院診療を再開しても、継続することが厳しいことも想

定され、また地域の病床機能再編の観点からも、入院受け入れを再開するかどうか、検討中

でありました。 
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３ 病床機能再編計画の概要 

（地域医療構想の実現に向け必要な取組であることを示す内容とすること） 

当院の担ってきた急性期の患者様は、近隣の複数の包括ケア病院や総合病院・その他病院

との連携にて、継続的な入院医療をお願いすることが可能と考えられ、地域医療構想に賛同

し、当院の急性期病床は０床とすることを検討しております。 

 

平
成
30
年
度
病
床
機
能
報
告 

（
平
成
30
年
７
月
１
日
時
点
） 

機能 許可病床数 稼働病床数 

高度急性期 床 床 
急性期 １９床 １９床 
回復期 床 床 
慢性期 床 床 
休棟等 床 床 

病床数合計 １９床 １９床 

 

 

令
和
元
年
度
病
床
機
能
報
告 

（
令
和
元
年
７
月
１
日
時
点
） 

機能 許可病床数 稼働病床数 

高度急性期 床 床 
急性期 １９床 １９床 
回復期 床 床 
慢性期 床 床 
休棟等 床 床 

病床数合計 １９床 １９床 

 

 

 

  

同一開設者の医療機関への 
病床融通数 

介護医療院への転換数 

床 床 
床 床 
床 床 
床 床 
床 床 

床 床 

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点 

機能 許可病床数 稼働病床数 

高度急性期 床 床 
急性期 １９床 １９床 
回復期 床 床 
慢性期 床 床 
休棟等 床 床 

病床数合計 １９床 １９床 

同一開設者の医療機関への 
病床融通数 介護医療院への転換数 

床 床 
床 床 
床 床 
床 床 
床 床 

床 床 

平成 30年７月１日時点から 
下記移床・転換がある場合に記入 

令和元年７月１日時点から 
下記移床・転換がある場合に記入 
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４ 具体的計画について  

単独病床機能再編後の診療体制 

入院診療が終了した事によって生まれた余力を、地域医療に必要なこと（在宅診療、往

診、学校保健やその他、感染症対応など）に注力し、地域に貢献したいと考えております。 

（病床機能再編後） 

医療機関名称 医療法人うすきクリニック 

構想区域 鹿児島保健医療圏  

許可病床数 ０床 

区分ごとの病床数 

高度急性期                          ０床 

急性期                                               ０床 

回復期                                               ０床 

慢性期                                               ０床 

標榜診療科 内科・外科・消化器科  

 

単独病床機能再編完了予定年月日 

これまで、少ない人数で多数の患者様を診療してきており、職員人員不足等で対応できな

い際は、入院患者様を他院（包括ケア、総合病院、療養病院）へ紹介転院するなど、病診連

携は構築されています。今後の入院が必要な患者様は、構築された連携をもとに適切な施設

へ紹介することで、患者様にとって適切な入院医療の提供を継続することは可能と判断し

ております。 

令和６年度の鹿児島保健医療圏の地域医療構想調整会議と県医療審議会にて，本再編計

画が地域医療構想の資する取組であると認められた後，以下の「単独病床機能再編完了予定

年月日」までに病床数の減少を実施します。 

単独病床機能再編完了予定年月日 令和７年３月３１日 

 

病
床
機
能
再
編
完
了
時
点 

機能 許可病床数 稼働病床数 

高度急性期 床 床 
急性期 ０床 ０床 
回復期 床 床 
慢性期 床 床 
休棟等 床 床 

病床数合計 ０床 ０床 

同一開設者の医療機関への 
病床融通数 介護医療院への転換数 

床 床 
床 床 
床 床 
床 床 
床 床 

床 床 

令和２年４月１日時点から 
下記移床・転換がある場合に記入 
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＊「支給申請額算定シート」に記載する「対象３区分の病棟の年間在棟患者延べ数

（人）」について，参照する平成 30年７月の病床機能報告の在院患者延べ数に誤りがあり

ました。正しい人数を記入して、根拠資料も添付いたします。 

 

 

 

◆患者の入退院等の状況
入院患者の状況（年間）

施設全体

（項目の解説）

203人

62人

45.0%

217人

202人

年間

新規入院患者数（年間）
１年間の入院患者の状況は、平成29年7月から平成30年6月まで
に入院、退院した患者数を示す項目です。

うち急変による入院患者

うち他の急性期医療を担う病院の一般病棟からの受入割合

在院患者延べ数（年間）

退院患者数（年間）

参考：病床機能報告（H30 年度） 

正 5386 人 誤 
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11 ページについては，委員のみ配布 
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